
タイムラインとSNSを組み合わせた
防災対策

取組のきっかけ
 各⾃治町会における役員の⾼齢化や、若⼿の担い⼿不⾜などによる防災活動の停滞感に加え、い

つ起きてもおかしくない災害への危機感から、地域防災会議を組織した。
 東⽇本台⾵による経験を踏まえ、防災情報を効果的に活⽤できるよう、タイムラインを作成するとと

もに、タイムラインを実⾏するツールとして、SNS等を活⽤。

取組概要
 防災⼒の向上を⽬指して、各⾃治会などで構成する「地域防災会議」を設置した。
 本会議での議論を踏まえ、地域が⼀体となって的確な防災対応が⾏えるよう、タイムラインを作成す

るとともに、各⾃治町会が防災情報を適時共有できるよう、SNSのオープンチャットを開設した。

取組の効果
 タイムラインとSNSを組み合わせて活⽤することにより、災害時に、防災情報や避難所の開設情報など

をスムーズに共有。連携しながら迅速な防災対応に繋げていけると考えられる。

取組のポイント
 地区全体の連携による防災⼒の向上と各⾃治町会メンバーに対する防災意識の啓発に資するよう、

平成30年度に地域防災会議を設置。

 東⽇本台⾵の際に、区内全⼩中学校で避難所が開設されたことを踏まえ、台⾵接近時の⾃治町会
の防災⾏動をタイムラインとしてとりまとめた。

 タイムラインの運⽤にあたっては、⾃治町会のメンバーへの情報伝達・共有ツールとしてSNSのオープン
チャットを開設。実効性を⾼めるため、タイムラインとSNSを活⽤した訓練も適宜実施している。

 情報共有の仕組みを構築するとともに、デジタル化への⼀歩を踏み出すことができた。⾃治町会のメン
バーは年配の⽅が多いが、訓練参加者のほぼ全員が、今後も継続して活⽤する意向を⽰している。

タイムラインを実⾏するツールとしてSNSを活⽤

コミュニティ・タイムライン

問合せ先︓東京都葛飾区 地域防災課

デジタル⾏動特性参加体験取組分類
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